
没後100年：ハーン再評価の試み

福澤清

－ＺｒＷ－”Ｗ-筋ハ､￣〃Ｗ￣”、￣"Ｗ－賊'い￣”、､￣叩け、￣脇ｸﾞ咽一触ｸﾞ、u￣⑫ｒＵｕ￣賊'、￣脇'Ｗ￣”、U￣H"Ｗ￣"ｒＷ－”、V￣ゐけ､U￣n”、￣月〃Ｗ－"ｒ、$－２八N￣ＤｒＮＮ￣?〃、￣"ザ唖一〃、N￣”Ｗ￣〃、￣

0．没後100年という２１世紀を迎えた現時点から、ラフカデイオ・ハーン（小泉

八雲）［1850-1904］を再評価しようとする時、「異文化（世界）をこよなく愛し、

世界に広く、紹介・伝達した人」あるいは、今日的な表現を借りると「グローバ

ル・コミュニケーション先駆者の一人」ということにでもなろうか。

当時の状況を考慮すると、Ｗｌかも大げきでなく、世界的レベルで19世紀という

歴史的大変革の時期に、まさしく懸命に生き、グローバル・コミュニケーターと

しての役割をはたした、と言えるかもしれない。ハーン理解を深めるために極め

て肝要なことのひとつに、世界的規模の視野から、ハーンが直接あるいは間接的

に関与した地域の時代背景を把握する必要があるように思われる。

１．ハーンを今日的視点から評価するとすれば、１）ジャーナリスト、２）フオー

クローリスト（民俗学者)、３）小説家、４）思想家、５）教育者、６）宗教論者、

７）ジャパノロジスト（日本学者)、などの側面から考察することになるかと思わ

れる。

キーワードを挙げるとすれば、進化論・社会ダーウイニズム・科学・文明・野

蛮・旧世界・異文化・近代化、西洋対東洋・人種問題・黄禍論・遺伝・優生学、

幽霊・異界・怪談、仏教・神道・キリスト教・輪廻、自然及び異文化との共生、

異国・好奇心・想像力・感情・感覚、教育・徳育、正直・嘘・陰謀・スノッブ・

素朴・善良・質素・他者への思いやり、明治・ヴィクトリア朝・大英帝国（パク

スブリタニカ)、移動・没個性などがある。
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ハーンの思想形成の面で関係する人物としては、パーシバル・ローウェル、バジ

ル．ホール・チェンバレン、チャールズ・ピアソン（CharlesHPearson、1830

-1894）等が特に浮上してくる。

ハーン再考に必要な視点を列挙するとすれば、ハーンは、なぜ、

１）西洋を嫌悪し、東洋を含む異国に関心をもったのか？

２）近代社会を嫌悪し、旧社会（例えば、マルテイニーク）を好んだのか？

３）キリスト教を嫌い、仏教・神道などに興味をもったのか？

４）幽霊や,怪談あるいは異界に興味を抱いたのか？

５）弱者や小さな物に同'情を寄せたのか？

６）教育に関する問題（教育方法・システム・制度・効果）と真剣に取り組み、

実践したのか？

７）進化論、人種論に関心を寄せたのか？

というような項目に纏められるかもしれない。

以下、小論では、部分的にせよ、これらの問いに対し、できるだけ簡明な回答

を試みる。

２．西洋嫌悪・異国趣味

ハーンの異国趣味については、まず、その出自に関係がある（詳細については、

福澤2004a)。両親の出会ったギリシャ（母親の言葉は近代ギリシャ語のロマイッ

ク語とイタリア語)、幼年を過ごしたアイルランド・ダブリン、ウォーターフォー

ド、メイヨー州ラウ・コリップ、ウエールズのバンゴーで過ごした日々、同じウ

エールズ・カーナヴオン城付近での中国骨董品を含む東洋美術との出会い、父親

の任務先インドからの東洋の土産などが、いつの間にか、幼い純真無垢の子供心

にエキゾチックな世界を受け入れる土壌を形成したと思われる。１３歳頃からイン

グランドに居を移し、グラム市近郊ウショーにあるカトリック聖職者養成の聖カ

スバート校でギリシャや北欧神話を題材にした文学を愛読する。ラテン語、フラ

ンス語の勉強も異国世界開眼に寄与したと思われる。
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西洋嫌悪に関しては、まず、1866年ハーン16歳時の第３学年への進級失敗、直

後の左目失明、続けて父親との死別、さらに後見人であった大叔母ブレナンの破

産、第３学年中途での聖カスバート校中退、挙句の果てにロンドンでの放浪生活

を強いられる、という個人的レベルでは想像を絶する極めて悲`惨な状況がある。

客観的な状況としては、ハーンの祖国である今日のアイルランド共和国は、１８４７

年をピークとするジャガイモ飢鐘に遭遇し、また相変わらず、大英帝国の植民地

下にあった。宗主国イギリスは、当時、鉄道敷設に始まる産業革命をいち早く成

し遂げ、大繁栄を誇った近代的文明・産業国家「大英帝国」として知られるヴィ

クトリア女王（1837-1901）治世の時代である。反面、内政的には、産業の自由

化による激しい競争社会となり、「個人主義･個,性」という名目の下に、実は、他

者を痛烈に攻撃し追い落とす、というすさまじい利己主義世界が形成され、人々

の間に著しい貧富・階級差が生じ、悲』惨な生活が強いられた時代でもある。この

ような悲'惨な状況はデイケンズの作品に刻銘に描かれている。同時代の作家サッ

カレーも富裕階級のスノッブ振り（紳士気取り）を痛烈に風刺している。

渡米直前の1869（明治２）年頃ロンドンで過ごしたハーン自身の回想に次のよ

うなものがある。

「古いブラックプライア・ブリッジの近くに住み、テムズ川河畔を昼も夜も一人で排ｲﾛしていた｡」

大叔母ブレナン夫人のメイドであったキャサリン･デラニーの住む家に寄宿する｡デラニー

の夫はドックで働いている。その時の殺伐とした下町の夜の様子：「激しく引き開けられ、

砕け散る窓の叫び、「人殺し」の悲鳴、それに続く川での重い水音」

「僕は今、キップリングの恐ろしい小説あの「消えし光」を読み終えたところです。著者は

この本の中でロンドンの恐ろしさを物語っているが、その恐ろしさはロンドンへ行った事

がなければ､誰でも想像できまい…文明開化したこの大都市に二度とお金なしでは帰りた

くない。そこはこの世の地獄だ｡」

先進西欧諸国の中でも最先端を走る大英帝国は、「世界の工場（TheWOrkshop

oftheWOrld)」と言われる程、対外的には産業革命の成果を誇示したが、他方で、

チャールズ・ダーウィン（CharlesDarwin､1809-82)の『種の起源(OntheOrigin
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ofSpecies）1859』が上梓され、「進化」という、世界的規模の影響をもつ思想が

現れた。生物界の自然淘汰に基づく生物進化論はやがて「社会ダーウイニズム」

を生み出し、聖書の教え、教会と言う伝統的・因習的制度と真っ向から衝突する

ことになる。物質万能主義、功利主義、産業主義、そこから生ずる経営者と労働

者の対立、人間疎外、貧困、差別といった悲惨な状況、軽薄な時代が揮然一体と

なって現れる。このような時代を批判する人々が登場するのは至極、当然のこと

であったのかもしれない。当時、出版された他の著作物や活躍した作家、思想家

を簡潔に列挙してみる：

1848年マルクス・エンゲルスKarlMarx（1818-1883),EEngels（1820-1895）

「共産党宣言』

1857年ポードレールCBaudelaire（1821-1867）『悪の華ｊ

ジョン・スチュアート・ミルJohnStuartMill（1806-1873）『自由論』

1862年ハーバート・スペンサーHerbertSpencer（1820-1903）『第一原理」

1863年（ロンドンに地下鉄開通）

ハックスリーＴ:Huxley（1825-95）『自然界における人間の位置』

1866年ドストエフスキーDostoevski（1821-1881）「罪と罰」

ストーカーStoker「ドラキュラ」

1869年トルストイTblstoi（1828-1910）『戦争と平和ｊ

シヤーロツテ・ブロンテCharlotteBronte（1816-1855）

既述のように、デイケンズ〔CharlesJ・HDickens（1812-1870)〕は、この当時の貧困、

過酷な状況を作品の中に克明に記述しており、同時代の作家サッカレー〔WMThackeray

(1811-1863)〕は19世紀初頭の新興市民階級社会をスノッブ社会として鋭く風刺している。

ジョージ・エリオット〔GeorgeEliot(1819-1880）〈本名はMaryAnnEvansで女性>〕は

個人教授によりギリシャ語、ヘブライ語、ドイツ語、フランス語、イタリア語を習得して

いる。ビクトリア朝の典型である独立独歩タイプの女性である。ハーバート・スペンサー

の友人でもあり、進化論の影響を受けている。

1900年オスカーワイノレドOscarWilde（1856-1900）『ドリアングレイの肖像」

1903年バーナード・ショーBemardShaw 『人と超人｣
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商業と産業の著しい発達の反面、過酷な生存競争から生ずる排他主義・利己主

義が横行し人心が荒んでいる中で、頼るべき教会、聖書が「進化論」の下に懐疑

的な存在と化しつつある時、絶対的な道徳、倫理が模索されたことは容易に頷け

よう。ウショ－校でのキリスト教教義に疑問を頂いた直後のハーンにとって「進

化論」の台頭が、いかなるインパクトを与えたのか計り知れないものがある。

アメリカに渡ってからも過酷な生活状況は悲`惨なまでに続く。１９世半ばという

と、道徳変革の時代であると共に1848年のマルクス・エンゲルスによる『共産党

宣言」に象徴されるように、社会変革の時期でもある。ハーンは、社会主義・共

産主義に対して批判的であった。社会主義運動の方は現実の商業的基礎である

「厳しい、過酷な現実」との直面を否定している点で、共産主義の方は、人間性

の真実を無視するという点で結局は失敗するであろう、と論じている。「共産主義

と文明が共存することは、少なくとも不可能である」と結論付け、共産主義の確

立とともに文明が存在しなくなり恐怖のみが支配するようになる。このような社

会的政治的強制は、つまりは、人間の心を窒息きせてしまう。変革は、外圧によ

るものではなく内から生ずる道徳的変革である、としている。

｢社会主義とは、一体、イiＩを意味するのか、誰も知っていないようであり知ろうともしないよう

です。これは人類を圧inする暴虐のうち、そのもっとも耐え難いものでしょう」

（クロスビー宛）

日本到着後、実際に日本人と変わらぬ生活を体験しながら、日本文化を観察し、

日本理解を深めていく'1-1で、例えば、明治日本の近代化政策に対し、早急すぎて

はいけない、とスペンサー進化論に基づいて警鐘を鳴らしているところも保守的
やたら

である。西欧の制度、システムを矢鱈と闇雲に継ぎ接ぎしても決して成功しなし､、

という警告も、また、改革は暫時的にその国の風土に馴染む形でおこなうべきで

あろう、と指摘している点なども保守的である。具体例をあげると、森有礼の英

語を日本語にすべし、という過激な発言は間違っている、と述べている。

このように、ハーンはある意味で保守的考えの持ち主であるが、だからといつ
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て今日よく用いられる意味で政治的に右翼的・権威的であるか、というとそうで

もない。例えば、１９世紀において、どの国にとっても近代国家設立の土台となる

教育制度について、ハーンは、国家の干渉・介入に極力、反対しているのである。

ミルやスペンサーなどの間でもそうであったように、当時もてはやきれた、国家

に束縛されない「自由・放任（フランス語のレセ・フェール)」主義を受け入れて

いるのである。権力者による弱者（貧しきもの、女性、子供、小さな生き物）抑

圧などに対しては、特に反発している。西洋対東洋については、かなりの好き嫌

いはあるが、比較すべき項目内容により、どちらの側に組みするか一定しないと

ころがある。根源的に、ハーンという人には例外的な側面はあるが、特定のナ

ショナリズムはない、と見倣すべきかもしれない。

後年、パーシバル･ローウェルが、『極東の魂」などで、文明社会西洋の「個人

主義」と異なり、日本、朝鮮を含む東洋の「没個性」が、非文明性、後進性を生

み出している、と批判するのに対し、ハーンは、「東洋人の個』性欠如」こそ、日本

人の最も美しい意義深い点、として逆に賞賛する。日本人の没個性は「家、社会、

国家といったものの為に自分を抑制する精神によって、ずっと宗教的に長い間、

規制されてきた結果である｣、あるいは「義務の為に自分を犠牲にしようとする最

高の道徳的傾向である」とし、「性格および精神的な進化を大々的に犠牲にしてよ

うやく達成されたもの」と見なす。「西洋の道徳は不道徳に満ちている。いつかは、

より偉大な道徳が生まれるのであろうが、それは、競争社会が消滅した時点であ

る」というハーンの記述は、まさにビクトリア朝時代を体験した人ならではの発

言である。これは、自己の発展は、純化、すなわち個人主義（利己主義）から自

己犠牲への発展を意味し、スペンサーの説く「進歩の法則は、完全な分離への方

向、つまるところ、完全な結合への方向」「最高の個別化が最大の相互依存」「自

由と義務、個人と社会、人間法則と自然法則の和解の成立」等の陳述と一致する。

２１世紀の今日、よく耳にする「自然・社会との共生」というスローガンは、１９世

紀の時点において既に、幾つかの異文化体験を経てハーンが到達した「人間が人

種を超えて達成すべき道徳的方向」と軌を一にする。スペンサー理論に基づいて、

-２５－



進化論的倫理体系をハーンは懸命に模索していたことになる。ハーンがスペン

サー理論に心酔していく過程を証拠付ける書簡、著作等の例をごく一部ながら抜

粋しておく。

HearnsignificantlyreviewedHerbertSpencer'sPmzc幼ﾉCsq/Socj0ﾉqgyandcalledattentionto

theauthｏｒ１ｓ“syntheticphilosophy"． （EStevensonl961,116）

｢私は『第一原理ｊを読み終わったその日から－まったく新しい知的生活が開けたので

す｡」（クレービエル宛、Krehbiel）

『社会原理ｊを科学的進化論である、と見倣し、神道について

｢神道の祖先崇拝と何じょうに、スペンサーがあれほど余すところなく跡付けた宗教進化の

一般法則に準じて、やはり埋葬の儀式から出たものである｡」

（｢家庭の祭壇」『知られぬ日本の面影｣）

｢ある種の原始的な儀式、古めかしい祝詞や祭文、また、貧しい信者たちが抱く素朴な考え

の中にさえ、神道ははっきりと姿を留めている。すなわち、それは－スペンサーの言葉

を借りれば、「あらゆる宗教の根底をなすもの｣－死者に対する尊崇の念である｡」

（｢家庭の祭壇」「知られぬ日本の面影｣）

「家庭の祭壇」は、熊本時代の1891（明治24）年11月下旬より執筆開始されてい

るが、フュステル・ド・クーランジュ（FilsteldeCoulanges,1830-89）の『古代

都市（LaCiteantique)」（1864）に基づいて、古代ギリシヤ・ローマ社会に特徴

的な諸制度、例えば、古代人の宗教、とりわけ祖先崇拝、死者への尊崇の念、家

制度は、日本と酷似している、とハーンは述べている。

クーランジュは、宗教という視点から古代ギリシャ・ローマを概観し、変化を

革命と見倣し、都市の発展について論じている。アテネ・ローマを主とし、スパ

ルタを論の補強例として挙げている。各都市共通の現象について論じ、その内容

はスパルタにも適用できる。古代政治は宗教と密着していることが判明する。

人間のエゴ（我）は、個ではなく前世に生きていた無数の魂の合成であり、人
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間の脳には祖先の全ての脳が受けた無数の経験が伝えられ封じ込められている

（｢前世の観念｣)。祖先から受けた超個人的な経験を「進化論」に基づいて指摘す

るハーンの姿勢は、彼が神話や伝説に興味を示すのと、軌を同一にするものであ

ろう。

スペンサーは、ビクトリア朝にあって、下層中産階級から独立独歩で自己形成

し、ヴィクトリア・ブルジョワジーを代表する思想家・ノンコンフォーミスト

（非順応主義者）で、既成の権威に対する無関心を装い正統に対して異議を唱え

る傾向があった。この非干渉的自由主義は、父の影響によるものであり、通常の

知識を得る方式に疑問を抱く。受動的な受容より、自助（SelfHelp）の奨励、独

立の調査研究に価値をおく。彼の「教育論」は、発見の過程と興味の原則との統

一を図るが、これは、叔父ウイリアムの影響によるものである。彼の、今日で言

う教育メソッドは、「直接的な方法」開明的な教授法で、「討議」を中心に、知的・

道徳的訓練を伴う。彼の「社会有機体的進化論」は、「社会ダーウイニズム」とし

て発展していく。

ミド・ヴィクトリア的レセ・フェール（自由放任）の教説は、明治日本の自由

民権運動、解放運動の思想的武器となり、スペンサー教育論の翻訳が約30冊も刊

行され、一大社会現象となる。これは、アメリカの実利的教育法論とも連動して

いる。知的訓練においても感`情の側面を重視するが、これをハーンも大々的に継

承している。「社会的有機体説」というのは、社会有機体は複合的な組織体であっ

て、それぞれの組織は人々の`性質から発生し、それに応じて固有の成長を遂げる

ものであり、また、この過程は極めて緩`慢に進む。このような「進化論」に基づ

いて、教育制度も作られるのではなく、成長する、という。ダーウィンが生物学

的な面で指摘したように、獲得形質は遺伝するが、この遺伝的伝達は身体的特性

と同様、心的特'性にもあてはまる、と主張される。スペンサー同様、社会学の祖

と言われる、フランスのコント（AugusteComte,1798-1857）も個人の教育は人

類の教育と同一の諸段階を示す、と指摘している。スペンサーは、ロックJohn

Locke（1632-1704）の「子供を早く人間として扱えば扱うほど早く人間となる｡」

『教育に関する考察」を参考にし、体罰や強制を排除している。今日的な意味で
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の教育システム（教育制度／内容／方法／という技術的側面）とその理念ともい

うべき「教育思想」は一体である、と見倣している。

３．ハーンがスペンサー（HerbertSpencerl820-1903）の著書『社会学原理

（PrinciplesofSociology)j3volsl876-1882（明治９－１５）と出会ったのは1882年

のことで、著作を通じ生涯の崇拝者と見倣すようになるのは、1885年７月『第一

原理（HrstPrinciples)』（1862）を読破した後とされている。読み終えたその日

からハーンにとって全く新しい知的生活が開けた、という。スペンサーは、ダー

ウィン（CharlesDarwinl850-1881）やその弟子ハックスリー（ThomasHuxley

l825-1895）などにより提唱され－世を風廃した「進化論」という一大思想に基

づいて、世界・社会・人生などすべてを体系化し説明しようと試みる。ハーンの

アメリカ時代の出会いであるが、ハーン最期の著書でジャパノロジストとしての

地位を不動のものにした大著『日本解釈ひとつの試み（AnAttemptat

lnterpretation)』（1904）の中にはスペンサーへの言及が至る所で散見される。

ハーンはスペンサーの理論的枠組みの中で、日本や日本文化に関する議論を展開

し、日本理解を深めていった、ということの証である。

例えば、「祖先崇拝進化の歴史」の一環としての「日本の祭りの歴史」もスペン

サーの主張する「宗教発達の法則」を支持する事例のひとつとして挙げられよう。

古代の祖先崇拝は「あらゆる宗教の根源」である、と見倣す考え方である。また、

「神道」に関する箇所でも、「宗教制度の社会に対する大きな価値は、集団に凝固

力を与え、統治を強固にする点であり、社会学的に言えば、宗教の価値は、その

宗教の保守精神にある」というスペンサーの考えを援用して議論を展開している。

『日本解釈一ひとつの試み－』の中に、次のような記述がある。

法律は、書いたものでも、書かれないものでも、どちらも生きている者の上に、死者の支配を

公式に表したものである。過去の世代が、その持っていた肉体的・精神的な性質を伝えることに

よって、現代の上に働きかける力、－また、生活の慣習と様態とを残すことによって、過去が
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没後100年：ハーン再評価の試み

現在に働きかける力、この力に加えて、口から口に、あるいは文字によって受け継がれた公民と

しての行為を定めた規則を通して働きかける力がある。この真理が黙々たる祖先崇拝を包含し

ていることを示すために、私は、この真理を強調するのである。（中略）死者の手はなかなかに

重く、今日でも、それは生きている者の上に重くのしかかっている。

日本に初めて進化論を紹介した人の中に、「国楽の創出と音楽教育の開拓」「吃

音矯正事業の着手と発展」その他で多大なる業績を残した伊沢修二（1851-1917）

がいる。留学中、ダーウィンと思想的にほとんど肝胆相照らす仲と言って良いト

マス・ハックスリーが訪米して来たこともあって、スペンサーの社会進化論（有

機体説）が米国で最盛期を迎えるが、その時にこの影響を受けたようである。『生

種原始論」（明治12年）という本が刊行されている。（渡米する前に中浜万次郎

（1827-1898）に英語を習っていたようであるが現地での実生活には相当の戸惑

いがあった由である)。驚くべきことに、明治期日本で、1877（明治10）年から約

20年の間にスペンサーに関する翻訳書が30数冊も刊行されている。なぜ、このよ

うな異常とも言うべき事態が生じたのであろうか？

日本は、当時、封建時代から近代国家形成への推移期である。アジアの周辺国

家はヨーロッパ列強により植民地化されており、早急に強力な独立国家を形成す

る必要があった。当時の駐米公使森有礼（1847-1889）は、１８７３（明治６）年

スペンサーと会い、伊藤博文（1841-1909）の命を受けた後、大日本帝国憲法の

起草、さらにその英訳についても意見を求めている。日本の伝統的歴史的状況の

中で、森は、本来的意味での国民国家を形成するためには、いかにして国家と個

人を結びつけるか、という課題があると考え、その問題を解決するための近代的

理論としてスペンサー理論を参考にすべきである、と結論付けた。当時『社会学

原理」第２巻第５部を執筆中であったスペンサーは、相談を受けて日本の歴史・

文化に非常な興味を抱いた、という。早急な近代国家創出に躍起となっていた日

本［＝森］に対するスペンサーのアドバイスは、次のような内容である。

新しい諸制度は連続`性を破壊することを阻止するために､できるだけ現在の諸制度に接木され
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なければならない一新しいものによって古いものを取り換えるのではなく、古い形態を次第に

大きな程度まで修正しなければならない。 （1892年８月23日付書簡）

ハーンも『日本解釈一ひとつの試み』の中で、スペンサーの「自伝ｊから次の

ように引用している。

「制度は国民性に依存するものである。制度の外見をいくら変えたところで、その本質は、国

民性と同じく、そう急速に変わるものではない」「宗教制度を急に変えると、政治上の制度の場

合と同じで、後には必ず、反動がくる｡」

他方､板垣退助（1837-1919)達はスペンサーの著書のひとつ『社会静学(Social

Statics)』（1855）を「民権の教科書｣、スペンサー自身を「民権の本尊」と見倣して

いたとのことである。したがって、その著書は日本において予想を超える売れ行

きとなった由である。が、板垣とスペンサーの直接会談は不首尾に終わっている。

1870（明治３）年、外務省弁務少記として森有礼に米国に随行した外山正一（1848

-1900）は、１８７６（明治９）年ミシガン大学において哲学と化学を修め化学科を

卒業して帰国し、開成学校の西洋史の講義でスペンサーを紹介し、その著書も用

いた。一緒に教壇に立ち､後に美術関係で有名になるフェノロサ(ErnestFenollosa，

1853-1908）も政治学の基礎としてスペンサー社会学について講義している。こ

のようにして、日本の大学で社会学、心理学、哲学（倫理学）の講義でスペン

サーが取り上げられるようになったことも日本におけるスペンサー・ブームを生

み出す要因になったかと,思われる。

スペンサー「進化論」の観念が、例えば中国で魯迅（LuXin,1881-1936）にも

影響を及ぼしたように、世界規模で受け入れられたのは、その考えが生物・地球

の進化に留まらず、社会・国家（政府）・工業・商業（産業）・言語・文学・科学・

芸術（美術・音楽）の発達／進化も含めて、継続的に単純から複雑な段階への同

一の「進化」を含意させた点にある、と思われる。同質から異質なものへ進化す

る、という「万物の法則」が、宇宙・文明・社会など、あらゆるレベルで観察さ

れる、というものである。因みに、「最適者の原理SurvivaloftheFittest」とい
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没後100年：ハーン再評価の試み

う「自然淘汰」の用語はダーウィンではなくスペンサーによる、と言われている。

スペンサーの学説が明治日本の初期に歓迎されたもう一つの点は、進化論がキリ

スト教と対立する側面があるように思われたことである。

キリスト教嫌いであったハーンが祖先崇拝を美徳とする日本に好意的姿勢を示

し、そのことに対しスペンサー学説の「進化論」に基づいて様々な説明を行って

いるのは興味深い。

１９世紀後半という時期の同時代人としてのスペンサー、ハーンそれにチェンバ

レンは、このうち誰一人として正規の高等（大学）教育は受けていないが、著作

や陳述を通じて大学人を筆頭とする当時の知的階級の多くの人々に質的にも量的

にも少なからぬ影響を与えた、ということは、否定できない事実である。

スペンサーは、数度に渡ってスコットランドのエジンバラ大学総長職に請われ

たが、これを固辞している。「教育はいかにあるべきか？」という問いに思いを巡

らす時、家庭教育、感情教育を士台にし、道徳的自己実現を掲げるハーンの教育

システムの捉え方は、２１世紀の今日でも、依然として有効であり熟慮すべき内容

を些かも失っていない、と断言できるであろう。

4．外国におけるハーン研究

４．１ハーンとアイルランドの作家たち

ハーンの海外での現時点における評価は、どのようなものであろうか？２歳か

ら約10年間、幼・少年期を過ごしたアイルランドでは、数年前からダブリンの作

家記念館に他のアイルランドの作家と並んで彼の記念額（顔写真）が掲げられる

ようになっているが、アイルランド作家に対するような詳細な紹介・説明は無く、

日本研究者として簡単に触れてあるだけである。記念額は、元駐日アイルランド

大使、あるいは駐日大使館に勤務したことのある人々の尽力によるものであるが、

彼らのハーンヘのさらなる関心は、「ハーンおよび作品の中に観察されるアイル

ランド`性」にスポットをあてた論文集あるいは単行本として結実している。［Seaｎ

G．Ronaned．（1997)，〃jSh〃ﾉﾒﾉ昭０〃LCZ/ｔａｄｊ０Ｈｂａ川PaulMurray（1993)，Ａ
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また、ギリシャから母親とともに父親の郷里ダブリンに初めて移住して来た時

に一時期、居住した親戚の家で、現在、Ｂ＆Ｂ／TbwnHouseとなっているガーデ

イナー・ストリート・ローア（GardinerStreetLower）の家、及び、リフイー

（Liffey）川より南にありハーンが大叔母サラブレナン（SarahBrenane）と一緒

に住んだことのある旧居のうち２軒は、正面玄関にハーンのプラークが掲げられ

顕彰されている。しかし、一般的に、今日でもアイルランドの人々の間でのハー

ンの知名度はかなり低い。同様の現象であるが、日本（熊本）でも良く知られて

いる『妖精の女王(FaerieQueene)」の著者､詩人エドモンドスペンサー(Edmund

Spenser（？1552-1599）についても、この作品の創作されたコークの住民を始

めアイルランド人にほとんど知られていない。

ダブリン大学のトリニテイ・カレッジ（1592年創立）のカレッジ通りバス停か

らダブリンの南、ダブリン111麓にあるラスファーナム（Rathfarnham）ホワイト

チャーチ（Whitechurch）行きのバス15Ｃを利用すると毎日ハーンの旧居を垣間見

ることになる。この旧居のあるLiffeyIIlの南の地区は相対的に治安が良く、当時

は裕福な人々が居住していた郊外の住宅地であるが、そのうちのひとつレンス

ター（Leinster）地区は今日ダブリン市内でも生活するのに最も便利な評判の良

い住宅街のひとつになっている。驚くべきことに、『ダブリナー市民の"b""2だ)』

や『ユリシーズ（【/Iﾘﾉsscs)」で馴染みのある２０世紀最大の小説家といわれるジェイ

ムズジョイス（JamesJoyce（1882-1941)）の生家であるラスガー（Rathgar）地

区のブライトンスクエアーウエスト4１（BrightonSquareWest）の家、そして生

後まもなく移り住んだラスマイン（Rathmines）地区近くのカースルウッドア

ベニュー２３（CastlewoodAvenue）の家、さらには、ジェームズジョイスの両親

が結婚式を挙げた教会（TheChurchofOurLadyofRefUgee）もこのハーンの旧居

から歩いてすぐの所にある。ジョイスー家はこの後、ダブリンの郊外線ダート

（DART）の南方プレイ（Bray）地区から、アイルランド人の特`性のひとつと見

倣されることの多い「怠'情で酒好き」の父親のために治安の悪いリフイ川より北

の住宅を10回近く引っ越して過ごすことになる。
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没後100年：ハーン再評価の試み

ハーンと手紙を交わしたことのあるノーベル賞作家イェーツ（WilliamButler

Yeats（1865-1939)）とともにアイルランド文芸復興に尽力した劇作家シング

（JohnMillingtonSynge（1871-1909)）もラスファーナムの郊外ニュートンビラ

（２NewtownVillas）で生まれている。「海に騎り行く人々（RjdC庵如伽Ｓｅａ)』

「西海の伊達男（PlZI)ﾉbq))q/伽恥stcmWMd)」『アラン島（T1ljMﾉﾋz"１Ｍz"｡s)』

などの作品がある。ＴＣＤ（TTinityCollege,Dublin）の学生時分からアイルランド

語その他の言語に関心を持ち勉強していたこと、パリで出会ったイェーツの薦め

等があってアラン島に住み着いて上述の作品を残すことになる。英国からのアイ

ルランド独立を標榛することで一致したこともある。他方、ジョイスはイェーツ

と行動を別にし、むしろ成熟したヨーロッパ人たらんとした。アイルランド性、

アイリッシュ的なものを侮蔑し自ら好んでアイルランドを去り、ゴールウエイ出

身の愛妻ノラと共に、ヨーロッパ大陸で苦しい生活を送りながらも（SelfLExile)、

作品に関する限りダブリンに固執する、という極めて屈折した人生を送っている。

ハーンの場合、ジャガイモ飢饅［TheGreatHungeE1845-1848］に遭遇した多く

のアイルランド人同様、自分の意志とは無関係の大叔母の破産という理由で故国

を去らざるを得なかった。結局、以後、二度と故郷で生活を営むということは無

かった。

ハーンが日本の土を初めて踏んだのは、１８９０（明治23）年、３９歳の時である。

この当時、アイルランドはイギリスの植民地下にあり、ロンドンには多くのアイ

ルランド人が住んでいた。著名なアイルランド人を３名挙げると、バーナード

シヨー(GeorgeBernardShawl（1856-1950))、イエーツ(WilliamButlerYeats（1865

-1939)、オスカーワイルド（OscarWilde（1854-1900）がいる。この３名は顔

見知りで、特に先輩格のワイノレドは、郷里の後輩二人の面倒をよく見、何かにつ

け親切に遇している。ワイノレドの生家、育った家はトリニテイカレッジ（TCD）

のすぐ近くにあり、そこからショーの生家もさほど遠くはない。後年、同`性愛裁

判でワイルドが不利な状況にあったとき、ショーはワイルドに対し、有利な証言

をして補助することのできる立場にありながらも積極的に救いの手を差し伸べな

かったのは不可解である。幼少年期の地味で母親の愛情に飢えた、フランス語．
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ンプレックスのショーと当時のダブリンの名士を集めてはパーティに明け暮れる

派手な生活、服装も華美でフランス語にも長けていたワイルドとの対照的な一面

が関係したのであろうか。ショーは、小説家になろう、と決意して1879年３月か

ら９月まで毎日、単語数1500位の文章修行を己に課している。また社会を改善し

ようという意図からマルクスの資本論について一生懸命勉強し社会主義者たらん、

としている。また、英語のスペリングは合理的でないとして、修正案まで考案し

－－部実践も行っている。発音やスペリング面での英語への関心は、ミュージカル『

ＭﾉFlzjγＬαﾛﾘﾉ（原題Pyg"zα//0")」の花売り娘と言語学者ヒギンズ（Higgins）教授

の設定に具現されていると見倣すことができる。ＴＣＤ近くのダブリン国立美術

館は、子供のいないノーベル賞作家ショーの寄付に負うところ大で、今日でも彼

のレリーフが同館に飾られている。ワイノレドは、周知のように、裁判に敗北し牢

獄生活を経た晩年、文無しで物乞い同然であった事を考えると人生の容赦無い過

酷な運命について思いを馳せざるを得ない。

このワイルドは、人生絶頂の折にアメリカ講演を行っており、ハーンはニュー

オーリンズで新聞記者であった時分に、同郷という縁からか、この講演紹介に関

する記事を２回ほど好意的に掲載している。しかしながら、『ニューオーリンズ

文学波止場（ＬｊｔＷ'@)ﾉLcDcesq/Ｍ〃Ｏ"cα"ｓ（1998)』という小冊子によれば、

ニューオーリンズの名士、文士であるケーブル（GeorgeWashingtonCable（1844-

1925)）の家をワイルドが訪問した時、ケーブルの子ども達にはワイノレドの奇抜

で派手な服装、長髪は多いに受けたが、隣人達はそれに呆れかえり、後でワイル

ドのことを“fOol”であると話したそうである。因みに、1882年６月のニューオー

リンズのグランドオペラ（GrandOpera）でのワイノレドの講演は、不評だったとの

由である。

ウェルチ（ＲＷｅｌｃｈ（2001)）の『簡明アイルランド文学案内（ＴｌｊｅＣｂ"cjSe

cb”α"ｊ０〃ｍＩｗｚＭＵ伽"”)」によれば､ハーンは東洋学者（オリエンタリスト）・

哲学者で、日本文化・日本人の生活を賛美した、とある。オリエンタリストとあ

るのは、「中国`怪談集（ｓｏ叩ｃＣｈｊ"escGA0sな)』［TheSouloftheGreatBell,The

StoryofMing-y；TheLegendofTbhi-Niu，TheReturnofYen-T1Dhin-King，Ｔｈｅ
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没後100年：ハーン再評価の試み

TfaditionoftheTba-Plant,TheT1aleofthePorcelain-God］という中国に関する作品

もあるからであろう。哲学者である、というのは、スペンサーやダーウィン、

ローウェルに言及しながら、例えば、『日本：解釈の試み（ﾉﾋz，α〃：Ａ"Ｍc”/〃

肋陀ゆMzztjO")』などの著作を公刊しているため、と思われる。

４．２アイルランド系アメリカ人作家として

不思議なことに、アイルランドはベケット（SamuelBeckett（1906-1989))、

ヒーニー（ShamusHeaney（1939-？）といったようなノーベル賞作家、詩人、

古くはスウイフト（JonathanSwift(1667-1745)）など著名な作家、詩人を輩出し

ている。アイルランド系アメリカ人も含めると以下のような作家が浮上してくる。

フオークナー（WilliamRlulkner（1897-1962)）

ミシシッピ（Mississippi）州生まれであるが、両親は北アイルランドのアル

スター（Ulster）出身。フォークナー（Rllkner）家はデリー（Derry）に多い

名字であるが、最初の詩集を出版した時に、本来のRlulknerというスペリン

グに戻す。ジョイス同様、「意識の流れ」を重視。修辞的文体。ノーベル賞、

ピューリッツア賞を受賞。

オニール（EugeneOiNeill（1888-1953)）

NewYbrk生まれ。両親はキルケニー（Kilkenny)、テイペラリー（Tipperary）

からの移民。ノーベル賞、ピューリッツア賞。

スタインベック（JohnErnstSteinbeck（1902-1968)）

『怒りの葡萄（TheGrapesofWrathuなど多数の作品。ノーベル賞

ミッチェル（MargaretMitchell（1900-1949)）

代表作『風と共に去りぬGoneWiththeWind』でピューリッツア賞。

フイツツジエラルド（EScottFitzgerald（1896-1940)）

代表作iTheGreatGatsbyj、圧rmanaghからの移民。

ハミルトン（PeteHamill（1935-？））

ニューヨーク、ブルックリン生まれ、Belfastからの移民。
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日本人ジャーナリストFnkikoAokiの夫でもある。

ニューオーリンズにおけるハーン

ケルト系移民の多いニューオーリンズ（ケルテイックサウス、（CelticSouth）

でのハーンの成果は、

(1)2000項目近くの新聞記事（ニュース)、（２）多くの社説(未だに未発掘の記事あ

り)、（３）哲学、文学、宗教（例えば、アフリカに起源があるとされるヴードー

（voodoo）教、音楽、旅行に関する数百の書評、（４）フランス文学の翻訳［ゴー

チェ（TheophileGautier)、アナトールフランス（AnatoleFrance)、モーパッサ

ン（GuydeMaupassant)、ロチ(PierreLoti)、（５）詩(集)への傾倒［TheAmateur

Musician,TheRltalPlunge]、（６）自著の出版［『飛花落葉集（Sﾉｿﾛｿﾙα"Cs加加

S加卿LjtWtz加花s）1884)」『中国怪談集（so〃ｅＣｈｊ"cseGh0stS）（1885)j]、（７）多

くの短編集および小説［『チタ（伽jZZ:Ａ肌加or)'０/Lａｓ川/α"｡）（1889)]、（８）フ

ランス語、スペイン語系クレオール文化の研究『クレオール料理（CzCMzcQ'ＣＯ/C）

（1885)』、『０ＷﾉCCM8booh（1901)｣、『ゴンポゼーブ（ＣＯ伽0Ｚ肋bes：ＡＬ伽c

Djctjo"α”q/Ｏ'c山PmzWbs）1885』などである。

したがって、「文化の翻訳者（CulturalTranslator)」「比較人類学者（Comparative

Anthropologist)」と呼ばれることもある。中国語の勉強も試みたがこれは不首尾

に終わっている。残念ながら、今日でも当地在住の一般の人々のハーンヘの関心

が高いとは決して言えないが、日本に関心のある人々の間では、徐々にではある

にせよ、静かなブームを呼びつつあることは確かである。

以上、今日的観点から、ハーン再評価のいくつかの論点について概観してみた。
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